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ふくちのちイベント

子ども向け ☎

大人向け ☎

子ども向け

開館時間 10:00-19:00 ／福智町赤池970-2 ／☎ 28-2855

ふくちのち便り
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乳幼児向け

NEXT MONTH

INFORMATION

図書スタッフと「ビブリオバトル」で対戦

◆大人の折り紙教室
　9/4 （水）10:10-12:00

◆おはなし会
　9/5・19 （木）11:00-11:30

◆ぶらんこさんのおはなし会
　9/7 （土）11:00-11:30

◆おはなし会
　9/8・22 （日）14:00-15:00

◆上映会
　「マイビューティフル ガーデン」
　9/14 （土）14:00-15:30

◆田川巡回人権パネル展
　「熊本震災と障がい者を受け入れた避難所
　ー熊本学園大学 激動の45日ー」
　9/12 （木）～ 23日 （月）

◆上映会
　「おしりたんてい１」
　9/21 （土）14:00-15:05

◆子どもの折り紙教室
　9/28（土）11:00-11:45

Think CIVILITY
クリスティーン・ポラス／著

（東洋経済新報社）

ガラスの城壁
神永学／著（文藝春秋）

おばけのばあ
せなけいこ／さく・え（KADOKAWA）

こんなときどうする！？
かいけつブック
辰巳渚／著（毎日新聞出版）

もっとざんねんないきもの事典
今泉忠明／監修（高橋書店）

いちばんさいしょの
プログラミングえほん
オオノマサフミ／絵（KADOKAWA）

非認知能力を育てる
あそびのレシピ
大豆生田啓友／著（講談社）

はじめての
ほうろうバットのおやつ
若山曜子／著（扶桑社）

【9月の休館日】

 1 日（日）　３日（火）10 日（火）

17 日（火）24 日（火）

毎月１日・毎週火曜日は休館です。

★10月から開館時間は10時～18時

毎回好評の「クラモト花店」による
ワークショップ。ドライフラワーを
飾り付け、自分だけのリースづくり
を専門家の協力で体験できます。

　最新人型ロボット「ＮＡＯ」が７
月28日にふくちのちにやってき
ました。参加者は自由に動作や会
話内容を入力し、再現するプログ
ラミングを体験。滑らかな動きや
会話に驚きの声が上がりました。

クラモト花店ワークショップ

ドライフラワーのリースづくり

最新技術のロボットでプログラミング体験

人型ロボット「ＮＡＯ」が来館

場所▲1 階 ものづくりラボ
定員▲10 人（小学生以上）
　　　　※ 低学年は保護者同伴

材料費▲1,000 円
日時▲９月8日 （日）
　　   13：30 ～14：30

 翌月のイベントを少しだけ紹介！

来月のふくちのちは…！？
●フラワーアレンジメント講座 ● 上野焼展

※内容は変更になる場合もあります｡ 詳しくはお問い合わせください｡

人間の会話を理解
し、学習・反応す
る人型ロボット。簡
単な入力で、会話
だけでなく太極拳
やダンスなど複雑
な動作も再現可能。↑「30㎝前進」など、細かい指定まで忠実に再現。

ヒューマノイドロボット

NAO（ナオ）

協力：BCC株式会社

要予約！
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▶夏休みやお盆休みとはな
かなか縁がありませんが、イ
ベントで子どもたちを見ると
夏だな、と感じます。その裏
で汗を流しながら準備や運
営を行う人には、いつも本当
に頭が下がります。来てくれ
た人を楽しませるために努
力する人の姿や作り上げた
行事の様子。暑さに負けず、
小さなことでも積極的に取り
上げたいと思います。（田代）

●県指定の最古の梵字曼荼羅
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▶今回は「多様な性」を題
材に初の特集づくりに挑戦。
校了を迎えた今、「多くの協
力があったからこそ、この特
集を完成させることができた
んだな」と感じています。当
事者Ａさんを始め、小野ア
ンリさんや福岡・那覇市の担
当者様、幸せアンケート回
答者の皆さん、広報の先輩
方にこの場を借りて感謝を
伝えたいと思います。（藤本）

岩屋権現境内の崖面に刻まれ

た梵字曼荼羅。 中心は四印会

曼荼羅と呼ばれる珍しいもので、

銘文の解釈では1335年に良蜜

という僧侶が完成させたと伝えら

れています。 記年銘のある梵字

曼荼羅として最古のもので、 県

指定文化財に指定されています。

地方の修験道を物語る貴重な資料
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